
中

世

の

土

豪

と

村

西
岡
家
系
図
を
中
心
に

藤

井

直

正

一

は

し

が

き

紀

ノ
川
が
ゆ

る
や
か

に
流

れ
る

紀
北

と
、
高

く
け

わ
し

い
山

々
が
そ
び

え
、

海
岸

に
黒
潮

の
打

ち
寄

せ
る
紀
南
、

こ
の

二

つ
の
地
域

を

い
だ

く
紀
伊

国

の
歴
史

は
、

遠

く
原

始
時
代

に
は

じ
ま

り
、

そ

の
自
然
を
舞

台

と
し

て
、

さ
ま
ざ

ま

の
ド
ラ

マ
が
く
り

ひ
ろ
げ

ら
れ

て
来

た
。

紀

ノ
川
は
、
源

を
大

和

国
吉
野

郡

に
発
し
、

和
泉
山
脈

の
ふ
も
と

に
広
大

な
河
岸

段
丘

を
形
づ
く

り

な
が
ら
大

阪
湾

に
そ
そ

い
で

い
る
。

古
代

に

は
、

こ
の
紀

ノ
川

に

沿

っ
て
、

大
和

か
ら
淡

路
島

を
経

て
四
国

に
至

る
南

海
道

が
通
じ

、
沿
岸

に
は
、

東
か

ら
伊
都

(い
と
)

・
那
賀

(な
が
)

・
名
草

(な
く
さ
)

・
海
部

(あ
ま
)

の
四
郡
が

お
か
れ

て

い
た
。

こ
う

し
た
地
形

か
ら

見
ら

れ
る

よ
う

に
、

紀

ノ
川

の
流

域
は
、

古

代

.
中
世

に
お

い

て
、

大
和

と

南

海
道
諸
国

を
結

ぶ
交

通
路

と
し

て

重
要

な
役
割
を
果

た

し
て
来

ひ
の
く
ま

・
・
か
が
す

ω

㈲

い
わ

せ

の

た
。
記
紀
そ
の
他

の
占
典

に
見
え
る
数
か
ず
の
伝
承
や
、
日
前

・
国
懸
両
神
宮

の
存
在
、
五
～
六
世
紀

の
外
交
に
活
躍
し
た
紀
氏
に
関
連
す
る
大
谷
古
墳

・
岩
橋
千
塚
の

分
布
な
ど
、

こ
の
国
の
古
代
史
を
い
う
ど
る
伝
承
や
遺
跡
が
、
紀
ノ
川
下
流
地
域

に
集
中
し
て
い
る
。
ま
た
、
紀
伊
国
府
が
現
在

の
和
歌
山
市
府
中
に
お
か
れ
、
紀
伊
国

分
寺
が
那
賀
郡
打
田
町
に
、
国
分
尼
寺
が
同
岩
出
町
に
そ
れ
ぞ
れ
位
置
し
て
い
る

こ
と
も
、
律
令
制
度
下
に
お
け
る
こ
の
地
域

の
重
要
性
を
物
語
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

紀
ノ
川
に
の
ぞ
ん
で
、
そ
の
北
岸

に
岡
田
と
い
う
集
落
が
あ
る
。
現
在
の
行
政
区
画
で
は
、
和
歌
山
県
那
賀
郡
岩
出
町
大
字
岡
田
で
あ
る
が
、
古
く
は
、
岡
田
村
と
よ

ば
れ
て
い
た
。

中
世
の
土
豪
と
村
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中
世
の
土
豪
と
村

江
戸
時
代
に
、
紀
州
藩

に
よ

っ
て
編
さ
ん
さ
れ
た

『
紀
伊
國
績
風
土
記
』

に
は
、

岡
田
村

遠
迦
駄

田
畑
高

千
百
九
十
五
石

三
斗
九
合

家

数

五
十
六
軒

人

数

二
百
九
人

溝
川
村
の
東

三
町
許
に
あ
り
、
此
地
土
地
高
く
地
形
岡
田
の
名
に
慮
ぜ
り
、
此
村
岩
出
ノ
荘
に
入
れ
と
も
産
土
紳
他
村
と
別
な
る
を
み
れ
は
善
は
岩
出
ノ
荘
に
あ
ら

さ
る
な
る

へ
し

と
記
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
岡
田
に
西
岡
家
と
い
う
旧
家
が
あ
る
。
江
戸
時
代
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
の
家
系
で
、
旧
幕
時
代
に
は
庄
屋
役
を

つ
と
め
、
紀
州
藩
主
の
お
成
り

も
あ

っ
た
と
言

い
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
西
岡
家
に
は

一
巻

の
系
図
が

の
こ
さ
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
か
ら
は
じ
ま
り
、
現
代
に
及
ぶ
長
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
系
図
の

信
愚
性
に
つ
い
て
の
問
題
は
後
に
触
れ
る
と
し
て
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
に
よ

っ
て
西
岡
家
の
系
譜
と
家

の
歴
史
が
た
ど
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
岡
田
村
の

成
り
立
ち
を
考
え
る
上
に
重
要
な
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、

こ
の

『
西
岡
家
系
図
』
を
史
料
と
し
て
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
伝
承
を
中
心
に
、
西
岡
家
と
岡
田
村
の
歴
史
を
解
明
す
る
と
共
に
、
中

世

に
お
け
る
村
落
の
成
立
に
つ
い
て

一
つ
の
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
。
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ω

和
歌
山
市
秋
月
に
あ
る
。

ω

和
歌
山
市
大
谷
、
紀
ノ
川
の
北
岸
に
あ
る
。
全
長
約
七
〇
㌶

の
前
方
後
円
墳
で
、
大
陸
的
色
彩
の
濃
い
馬
具
類
が
出
土
し
、
紀
氏
関
係
の
古
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(
『
大
谷
古
墳
』
和

歌
山
市
教
育
委
員
会
、
昭
和
三
四
年
)
。

㈹

和
歌
山
市
岩
橋
、
高
さ

=
二
〇
屑
を
は
か
る
前
山
の
山
頂
と
山
腹
に
数
基
の
前
方
後
円
墳
と
数
百
基
の
円
墳
か
ら
成
る
大
古
墳
群
で
あ
る
。
現
在

「
紀
伊
風
土
記
の
丘
」
と
し
て
整
備
さ

れ
史
跡
公
園
と
な

っ
て
い
る

(関
西
大
学
考
古
学
研
究
室

『
岩
橋
千
塚
』
、
昭
和
四
二
年
)
。



二

村

の

素

描

江
戸
時
代
に
紀
伊
国
那
賀
郡
岡
田
村
と
よ
ば
れ
た
村
落
は
、
現
在
の
和
歌
山
県
那
賀
郡
岩
出
町
大
字
岡
田
で
あ
る
。

和
歌
山
市
か
ら
粉
河

・
橋
本

・
五
条
を
通

っ
て
大
和
王
寺
に
至
る
国
鉄
和
歌
山
線

が
紀
ノ
川
の
鉄
橋
を
渡
る
と

「
岩
出
」
駅
に
着
く
。
こ
こ
か
ら
踏
切
を
越
え
て
国
鉄

二
十
四
号
線
を
東

へ
約
○

・
七
キ
。、
途
中
、
溝
川
の
集
落
を
過
ぎ
、
春

日
川
に
架
る
岡
田
橋

の
手
前
か
ら
北
側

に
つ
づ
く
集
落
が
岡
田
で
あ
る
。
紀
ノ
川
の
形
成
し
た
河

岸
毅
丘
上
に
立
地
し
、
北
か
ら
南
に
向
か

っ
て
傾
斜
す
る
台
地
状
の
地
形
で
、
標
高

三
〇
折
前
後
を
は
か
る

(第
-
図
)。

こ
の
岡
田
の
集
落
を
ふ
く
む
岩
出
町
は
、
古
く
か
ら
那
賀
郡
の
中
心
で
、
大
字
清
水
に
は
、
か

つ
て
郡
役
所
が
お
か
れ
て
い
た
。
明
治
四
十

一
年
八
月
に
は
早
く
も
町

制
が
施
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
旧
岩
出
町
は

「
岩
出
荘
」
の
地
域
で
十

一
力
村
か
ら
成

っ
て
い
た
。
昭
和

三
十

一
年

に
隣
接
の
山
崎
村

・
根
来
村

・
上
岩
出
村
と
小
倉

村

の

一
部
を
合
併
し
、
現
在

で
は
面
積
四
二

・
八
キ
。
、
人
口
二
〇
、
三
〇
〇
人
を
擁

し
て
い
る
。

岡
田
村

の
歴
史
を
考
え
る
の
に
先
立

っ
て
、
岩
出
町
の
歴
史
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
吉

田
東
伍
博
士

の
大
著

『
大
日
本
地
名
辞
書
』

に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。

シ
ミ
ズ

岩
出
村

は
大
字
清
水
を
以
て
駅
所
と
し
、

今
本
郡
衙
を
置
か
る
。

和
歌
山
市

の
東
四
里
、

紀
之
川
の
北
岸
に
臨
む
、

歌
名
所
な
る
岩
手
里
は
此
な
り
と
云

岩
出

ふ
、
摂
津
国
に
も
同
地
名
あ
り
。

(中

略
)

中
世

に
は
岩
手
庄
と
呼
び
、
八
雲
御
抄
宗
祇
国
分
等
に
は
岩
手
里
を
紀
伊
国
と
し
た
り
。

(後

略
)

中
世

に

「
岩
手
庄
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を

「
荘
園
史
料
』
で
見
る
と
、

石
手
荘
、
大
治
四
年
、
僧
覧
甥
、
郡
中
石
手
村
を
以
て
、
高
野
山
傳
法
院
領
と
為
さ
む
こ
と
を
請
ふ
。
遂
に
院
領
七
所
の

一
と
な
る
。
貞
応
元
年
、
関
東
令
し

て
、

其
の
地
頭
職
を
置
く
を
停
む
。
今
郡
中
荊
本

・
中
迫

・
備
前

・
西
野

・
高
瀬

・
宮

・
清
水

・
大
町

・
高
塚

・
溝
川

・
岡
田
十

一
村
を
岩
出
荘
と
い
ふ
。

か
く
ば
く

ね
ご
ろ

と
記
さ
れ
て
い
て
、

こ
の
石

(岩
)
手
荘
が
、
僧
覧
鍵
の
創
立
し
た
大
傳
法
院

(根
来
寺
)
の
所
領

で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
大
傳
法
院
、
通
称
根
来
寺

の

中
世
の
土
豪
と
村
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こ
と

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

ま
た
、
江
戸
時
代
に

つ
く
ら
れ
た
紀
伊
国
の
地
誌

『
十
寸
穂
の
薄
』
下
、
那
賀
郡
の
項

に
、

磐
手
の
里
、
清
水
経
の
淵
大
宮
號
総
社

「
岩
出
絡
砒
灌
現
祠
元
亨
繹
書

に
載
」

三
部
明
神

の
祠
神
事
八
月
晦

の
夜
丑
の
時
榊
渡
御
供
奉

の
人
遠
近
群
集
す
載
元
亨
繹
書

と
記
さ
れ
て
い
る
。
荘

の
中
心
は
、

こ
の
記
に
見
え
る
総
社
す
な
わ
ち
大
宮
神
社

の
あ
る
宮

の
集
落

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在

で
は
、

「
岩
出
」
と
書
い
て
い
る

が
、
も
と
は

「
岩
手
」

一
石
手
」

一
磐
手
」
な
ど
と
よ
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

三

西
岡
家
系

図
と
そ

の
伝
承

す

で
に
記
し
た
よ
う
に
、
和
歌
山
県
那
賀
郡
岩
出
町
岡
田
、
旧
幕
時
代
の
那
賀
郡
岡
田
村

に

「
西
岡
」
を
名
乗
る
旧
家
が
あ
る
。
現
在
、
岡
田
に
は
西
岡
を
姓
と
す
る

家
は
数
軒
あ
る
が
、
そ
の
総
本
家
で
あ
る
西
岡
家
は
、
村

の
西
端
に
南
北
に
通
ず
る
道
に
面
し
て
、
長
屋
門
と
土
塀

に
囲
ま
れ
た
屋
敷
地
を
の
こ
し
、
旧
家
と
し
て
の
風

格
を
見
せ
て
い
る
。

「
紀
伊
國
綾
風
土
記
」

の
岡
田
村
の
項
の
末
尾
に
は
、

○
醤
家

西
岡
文
次
郎

　
マ

マ
　

家
傳
に
い
ふ
其
岨
を
西
岡
左
衛
門
佐
長
頼
と

い
ふ
菅

原
家
の
末
流
な
り
。
故
あ
り
て
浪
士
と
な
り
、
城
州
相
良
郡
西
岡
郷

に
居
る
。
元
弘
年
中

後
醍
醐
帝
笠
置
に

潜
幸
の
と
き

官
軍
に
屡
す
。

南
北
和
平
の
後
、

子
孫
西
岡
大
學
資
基
と
い
ふ
者
當
村
に
來
り
住
す
。

其
子
を
菅
太
郎
資
光
と
い
ふ
。

荘
中
に
菅
神
肚
を
草
創
せ

り
。
天
正
年
中
子
孫
左
衛
門
太
郎
資
村
と
い
ふ
者
、
鈴
木
重
幸
に
屡
す
。
其
後
根
來
の

一
齪
に
泉
州
千
石
堀
に
於
て
戦
死
す
。
其
子
を
彌

三
郎
資
勝
と
い
ふ
。
所
領

に
放
れ
て
農
民
と
な
る
。
子
孫
代

々
當
村
に
住
す
。

(訓
点
筆
者
)

と
い
う
記
述
が
あ
り
、

こ
の
家

の
由
来
を
伝
え
て
い
る
。

さ
て
、
西
岡
家

(当
主
、
西
岡
寿
富
氏
)
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
系
図
は
、
桐
箱
に
お
さ
め
ら
れ
、
天
地

一
五
弛
ン
、
長
さ
約
六
層

の
巻
物
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
先
に
引
用

し
た

『
紀
伊
國
績
風
土
記
』
の
文
の
冒
頭
に

「
家
傳
」
と
あ
る
の
が
こ
れ
に
当
た
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
標
題
は
付
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
仮

に

『
西
岡
家
系
図
』
と

よ
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

こ
の

一
巻
の
系
図
が

い
つ
ご
ろ
作
成
さ
れ
、
現
在

に
伝
え
ら
れ
て
来
た
の
か
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い
が
、
通
覧
し
て
見
る
と
、
幕
末

の
資
信

の
代
ま
で
と
そ
れ
以
後

で
は
料
紙
も
筆
跡
も
異

っ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
ま
で
は
幕
末
に
筆
写
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
以
下
は
そ
の
後
に
書
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

中
世
の
土
豪
と
村
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中
世
の
土
豪
と
村

が
わ
か
る
。

ま
ず
、
こ
の
系
図
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
を
中
心
に
、
西
岡
家
の
あ
し
あ
と
を
た
ど

っ
て
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

1

家
の
は
じ
ま
り

系
図
の
冒
頭
に

天
穂
日
命
十
四
世
苗
脩

出
雲
宿
禰
野
見
末

従
五
位
下
阿
波
守
土
師
連
宇
庭
男

と
あ
り
、
菅
原
古
人
を
始
祖
と
し
て
い
る
。
従

っ
て
こ
の
西
岡
家
が
菅
原
氏
に
出
自
を
持

つ
家
柄
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
菅
原
氏
は
野
見
宿
禰
を
祖
と
し
、
も
と
は
土

師
連
を
称
し
た
が
、
大
和
菅
原
の
地

(現
在
の
奈
良
市
菅
原
町
)
に
移

っ
て
後
は
菅
原
を
名
乗

っ
た
。
そ
の
後
さ
ら
に
大
枝
朝
臣
の
姓
を
賜

っ
た
こ
と
は
、
『
新
撰
姓
氏
録
」

(右
京
神
別
)
に
、

土
師
宿
禰

天
穂
日
命
十
二
世
孫
可
美
乾
飯
根
命
之
後
也
光
仁
天
皇
天
鷹
元
年
、
改
二
土
師
一賜
二
菅
原
氏
一。
有
レ勅
改
賜
二
大
枝
朝
臣

一姓
一也
。

と
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
菅
原
氏
は
平
安
京
の
右
京
に
居
住
し
た
人
び
と
で
あ
る
が
、
山
城
国
神
別
に
も
、

土
師
宿
禰

天
穂
日
命
十
四
世
孫
野
見
宿
禰
之
後
也

と
見
え
て
い
る
か
ら
、
山
城
国
の
各
地
に
、
土
師
宿
禰
あ
る
い
は
菅
原
氏
の

一
族
が
居
住
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
尊
卑
分
脈
』

の
菅
原
氏
の
項
を
見
る
と
、

天
穂
日
命
十
四
世
孫
野
見
宿
禰
垂
仁
天
皇
御
代
賜
土
師
臣
姓
三
世
腿
身
臣
仁
徳
天
皇
御
世
改
賜
土
師
連
十

一
世
孫
古
人
等
天
平
元
年
六
月
廿
五
日
改
賜
菅
原
朝
臣

姓

と
あ
る
。
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系

図

で
は
、

占
人
以

下
、

↑

五
代

目

の
良
頼

ま

で
、

『
菅
原
系

図
」

の
諸

本
と
同

じ
順
位

で
あ
る
。

占

入
か
ら

三
代

目

の

「
菅

家
」

が
菅

原
道
真

で
あ
る

こ
と
は

い
う

ま

で
も

な

い
。

と

こ
ろ

で
、

西
岡
家

の
は
じ
ま
り

は
、
良
頼

の
次

{
資

朝
」

か
ら

で
、

以
後
代

ん
、
"
資
"

を
名

に
冠

し

て
い
る
。

資
朝

兵
部
丞

肇
以
西

郊
為
氏
婁
、

外
祖
掃

部
助
総
尭

住
城
州

西

郊
世

為
豪

族
因
氏
焉

、
男

女
各

一
入
。
男

蔵

人
総
純

継
司
家
事
、

女
諌
幾

子
者
給
仕

右
京

大
夫
良
頼
朝

臣
、

蓋

有
年

突

、
幾

子
以
姿

色
端
麗
容

貌
百
儀
、

朝
臣
寵

最
深

、
而
遂
成

妊
身
、

是
月
朝
臣

病
窮

而

鹿

、
妥
幾

子
未
悟

為
妊
身

、
有
故

還
故
郷

、
後
果

生
男
子
、
外

叔
総

純
名

家

の
胤

為
養
子
、

分
産
別
家

、
名

西
郊
、

兵

部
丞

資
朝
成
人

剛
健
、

而
嗜
弓
馬

牟
。

と
記
さ
れ

て

い
る
が
、

こ
の
記
事

は
、

西
岡
家

の
は
じ
ま

り
と

、

「
西
岡
」

の
姓

の
由
来
を

知
る
上

に

お

い
て
重

要
で
あ

る
。

西
岡
家

は
、

は
じ

め

「
西
郊
」

を
以

て
姓

と
し

て
い
た

。

こ
れ
を

"
に
し

お
か
"
と
読

ん

で
い
た

の
か
ど

う
か
は
わ

か
ら

な

い
が
、

後

に

「
西
岡
」

と
記
す

こ
と

か
ら

考

え
る
と
、

当
初
か
ら

"
に
し

お
か
"

で
あ

っ
た

と
思

わ

れ
る
。

こ
の

一
西
郊
」

は
、

「
城

州
西
郊

」

と
あ
る
通
り
、

山
城

国

の
西
郊

で
あ

る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん

で
あ

る
。

『
紀
伊
國

績
風

土
記
』

に
相
良

(楽
)

郡
と
あ

る

の
は
誤

り
で
あ
ろ

う
。

平

安
京

の
西
部
、
桂

川
を
越

え
た
現
在

の
京
都
市

西
京

区
か

ら
向

日
市

・
長
岡

京
市

へ
か

け

て
の
地
域

は
、
京
都

の
西
郊

に
当

た
り
、

広
く

輔
西
岡
L

と
よ
ば
れ

て
来

た
。
中

世

・
近
世

の
史
料

に
は

「
西
岡
」

の
名

が
さ
か

ん

に
使
わ
れ

て

い
る
。

　

　

こ
の
西
郊

の
ど

こ
か
は

わ
か
ら
な

い
が
、
掃
部

助
総
尭

と
名
乗

る
豪
族

が
居
住
し

て
い
た
。

「
城

州

西

郊
世
為
豪
族
、

因
氏
焉
」

と
あ

る
か
ら

"
西
郊
"
を

姓
と
し

て

い
た

の
で
あ
ろ

う
。

総
発

に

二
人

の
子
が
あ

っ
た
。
そ

の

一
人

は
男

子

で
総
純

と
言

い
、
家

業
を

継

い
だ

。

い
ま

一
人

は
女
子

で
幾

子
と

言

っ
た
。
長

じ

て
菅

原
良

頼

の

許

に
出

仕
し
た

が
、

「
姿
色
端
麗

容
貌
百
儀

」

で
あ
る

こ

と
か
ら
良
頼

の
寵

愛

を
得

た
。

そ
し

て
妊
娠

し

た
が
、

良
頼
は

こ
の
年

に
没
し
、

幾
子
は

そ
れ
を
知
ら

な

い
ま

ま
、

後

に
故
あ

っ
て
故
郷

(実
家
)
に
還

っ
た
が

、
妊
娠

し
て

い
る
こ
と
を
知

ら
な
か

っ
た
。

そ
の
後

に
男

の
子
を
出
産

し
た
。

叔

父
に
当

た
る
総
純

は
、

こ
の
男

の
子

が
名

家
、
す

な
わ
ち
菅

原
良
頼

の
落
胤

で
あ
る

こ
と
か
ら

、
財

産
を
分

け

て
家

を
立

て

「
西
郊
」

と
名

づ
け

た
と

い
う

の

で
あ
る
。

こ
の
男

の
子
が

西
岡
家

の
初
代

資
朝

で
あ

る
。

良
頼

は

『
尊

卑
分
脈
』

に
よ

る
と
、
建

治
四
年

(
三
益

)

の
没

で
八
十

四
才

で
あ

っ
た
と

い
う
。

そ

う

な
る
と
、
幾

子
が
籠

愛

を
得

た

の
は
良
頼

の
晩
年

八
十

四
才
と

中
世
の
土
豪
と
村
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中
世
の
土
豪
と
村

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
果
た
し
て
子
を
妊
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

2

南
北
朝
の
時
代

初
代
資
朝
の
子
は
定
朝
、
そ
の
子
が
長
頼
で
あ
る
。
系
図
に
は
、

元
弘
初
、
後
醍
醐
天
皇
潜
幸
干
笠
置
寺
之
日
、
駈
加
官
軍
、
貞
和
観
磨
之
内
敷
百
功
　

文
和
中
、
南
君
軍
八
幡
而
南
軍
大
敗
之
月
於
戦
場
討
死

と
記
さ
れ
て
い
る
。
長
頼

の
弟
に
当
た
る
方
熈
も
ま
た
南
朝
に
加
わ
り
、
同
じ
く
文
和
元
年
の
八
幡
合
戦
に
お
い
て
討
死
し
て
い
る
。
因
み
に
、
文
和
元
年

(
三
五
三
)
は

北
朝
年
号
で
、
南
朝
年
号
で
は
正
平
七
年
に
当
た
る
。

長
頼

の
子
長
基
と
そ
の
弟
直
頼
は
、

「
住
干
吉
野
継
干
仕
南
朝
」
と
あ
る
か
ら
、
吉
野
に
あ

っ
て
、
お
そ
ら
く
後
村
上
天
皇
に
仕
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
長
基
の
子
資
基

も
ま
た
南
朝
に
仕
え
た
が
、
南
北
朝
和
平
之
後
紀
伊
国
岡
田
庄
に
住
し
た
と
い
う
。

南
北
朝
の
合

一
は
北
朝
年
号
で
は
明
徳

三
年

(
三
八
二
)
、

南
朝
年
号
で
は
元
中
九
年

の
こ
と
で
あ

っ
た
。

3

岡
田
村
の
草
創

山
城
国
の
西
郊
を
本
貫
の
地
と
し
た
西
岡
家
は
、
南
北
朝

の
動
乱
期
に
南
朝
方
の
武
将
と
し
て
活
躍
し
、
長
基
と
そ
の
子
資
基
の
代
に
は
吉
野
の
皇
居
に
勤
仕
し
た
。

そ
し
て
、
紀
伊
国
岡
田
庄
に
住
し
た
の
は
、
資
基
の
代
か
ら
と
い
う
。
系
図
に
は
、

仮
候
、
南
朝
明
徳
中
南
北
和
平
之
後
居
紀
伊
国
岡
田
庄

と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
吉
野
か
ら
紀

ノ
川
を
下

っ
た
岡
田
の
地
に
住
し
た
の
は
、
南
朝

に
仕
え
た
功
労
と
し
て
岡
田
の
地
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
か

も
知
れ
な
い
。

資
基
の
子
資
光
は
、
系
図

に
、

永
享
中
、
草
創
菅
霊
廟
於
同
荘
之
内
祭
之

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
菅
原
道
真
を
ま
つ
る
菅
霊
廟
を
氏
神
と
し
て
創
杞
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
永
享
年
間

(
西
二
九
～
四
四
)
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
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4

雑
賀
衆
と
共
に

た

つ

和
歌
浦
に
潮
満
ち
来
れ
ば
潟
を
無
み
葦
辺
を
さ
し
て
田
鶴
哺
き
わ
た
る

万
葉
の
歌
人
山
辺
赤
人
が
、
そ
の
美

し
い
風
光
を
た
た
え
た
和
歌
浦
は
、
古
く
か
ら
名
勝
と
し
て
人
び
と
に
知
ら
れ

て
来
た
。
ま
た
、
こ
の
和
歌
浦

の

一
か
く
に
あ
る

さ
い
が

雑
賀

の
地
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
あ
る
意
味

で
は
日
本
の
歴
史
を
動
か
し
た

"雑
賀
衆
"

の
拠
点
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

紀
ノ
川
が
大
阪
湾
に
そ
そ
ぐ
と

こ
ろ
に
形
成
し
た
デ

ル
タ
地
帯
は
、
古
代
か
ら
曲豆
か
な
生
産
地
と
し
て
さ
か
え
て
来

た
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
雑
賀
荘

が
成
立
し
た
の
は

中
世
末
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
雑
賀
荘
を
拠
点
と
す
る
土
豪

・
国
人
層
が
、

い
わ
ゆ
る

"
雑
賀
衆
"

と
し
て
、

強
大
な
武
力
と
、

瀬
戸
内
海
を
前
面

に
ひ
か
え
る
要
衝

の
地
を
拒
し
、
大
坂
石
山
本
願
寺
を
さ
さ
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

天
下
の
統

一
を
企
図
し
た
織
田
信
長
が
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

一
向
宗
門
徒

の
背
後
に
あ
る
石
山
本
願
寺

の
征
服
が
必
要
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
前

に
、

こ
の
石
山
本
願
寺
の
背
後
を
支
え
る
紀
州
征
討
が
不
可
欠
の
要
件

で
あ

っ
た
。
元
亀
元
年

(
一五
七
〇
)
か
ら
天
正
八
年

(
蓋
八
〇
)

に
か
け

て
の
石
山
合
戦
は
そ
の
興
亡
を
決

す
る
で
き
ご
と
で
あ

っ
た
が
、
雑
賀
衆
が
活
躍
し
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
時

の
こ
と
で
あ

っ
た
。

『
西
岡
家
系
図
」

に
は
、
雑
賀
衆
と
共
に
戦

っ
た
資
村

の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

資
村

左
衛
門
太
郎

元
亀
天
正
中
呼
応
鈴
木
重
幸
之
催
入
本
願
寺
敷
百
誉
　
。
同
十

三
年
根
来
寺
焼
却
之
日
於
泉
州
千
石
堀
戦
死
。

と
あ
る
。
こ
の
時
、
資
愛

・
資
綱

の
二
人
の
弟
も
、
共
に
千
石
堀

で
討
死
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
こ
に
見
え
る
鈴
木
重
幸
は
、
雑
賀
衆

の
棟
梁
鈴
木
孫
市
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
西
岡
家
の
当
主
で
あ

っ
た
資
村
は
奮
戦
し
た
。

こ
の
資
村

の

こ
と
に
つ
い
て
は
、

『
紀
伊
國
績
風
土
記
」

の
記
事
を
も
と
に
、
貴
志
康
親
氏
が
そ
の
著

「
雑
賀
党
物
語
」

(昭
和
五

一
年
、
国
書
刊
行
会
)
に
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
石
山
合
戦
に
際
し
て
、
雑
賀
衆

の
動
向
と
共
に
、
紀
州
勢
の
強
力
な
バ

ッ
ク
と
な

っ
た
の
が
根
来
寺
で
あ
る
。
も
と
の
那
賀
郡
上
岩
出
村
、
現
在

の
岩
出

町
に
あ
る
こ
の
寺
は
、
正
し
く
は
大
傳
法
院
と
い
い
、
高
野
山
の
僧
覧
鍵
に
よ

っ
て
草
創
さ
れ
た
古
刹
で
あ
る
。
中
世

に
は
、

こ
の
寺

の
僧
兵
は
強
力
な
武
力
を
持

っ
て

い
た
が
、
雑
賀
衆
と
共
に
織
田
信
長

・
豊
臣
秀
吉
の
勢
力

に
対
抗
し
た
。

さ
て
、
石
山
合
戦
、
信
長

・
秀
吉
に
よ
る
紀
州
攻
略
の
経
過
に
つ
い
て
は
諸
書
に
ゆ
ず
る
が
、
資
村
が
泉
州
千
石
堀

(現
在
岸
和
田
市
)
で
討
死
し
た
時
、
子
供
の
資
勝

中
世
の
土
豪
と
村
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中
世
の
土
豪
と
村

は
二
才
で
あ

っ
た
と
い
う
。
系
図
中

の
資
勝

の
記
事
は
と
く
に
く
わ
し
く
、
岡
田
村
に
お
け
る
西
岡
家

の
地
歩
が
こ
の
こ
ろ
か
ら
固
ま

っ
て
行

っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、

資
勝

弥
三
郎

二
歳
之
時
、
父
資
村
討
死
成
孤
、
依
外
叔
湯
浅

三
郎
兵
衛
勝
成
之
扶
助
成
長
、
以
耕
為
業
、
麦
先
祖
資
光
所
草
創
菅
霊
廟
、
去
天
正
中
為
兵
火
成
灰
儘
、
於
是
慶

長
中
資
勝
再
就
薦
跡
造
営
、
以
祭
之
、
永
使
子
孫
為
氏
神
、
崇
敬
之
。
但
十
分
之

一
小
社
也

同
年
中
同
庄
鎮
守
白
山
権
現
、
舟
津
明
神
、
去
天
正
中
兵
火
成
灰
儘
、
是
以
興
再
、
人
数

三
十
余
人
同
志
以
資
勝
為
魁
首
、
再
就
態
跡
造
営
之
、
是
以
西
岡
之
氏

族
、
永
世
可
為
座
頭
之
筋
目
、
其
濫
膓
昭
然
蓋
如
斯
　

と
あ
る
。

西
岡
家
が
岡
田
の
地
に
住
し
た
の
は
、
こ
の
系
図
に
よ
れ
ば
既
に
記
し
た
よ
う
に
、
南
北
朝
合

一
後

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
元
亀

・
天
正
年
間
の
、
石
山
本
願

寺
を
め
ぐ
る
争

い
に
雑
賀
衆
と
共
に
奮
戦
し
た
。

お
そ
ら
く
こ
れ
が
原
因
と
な

っ
て

岡
田
村
は
兵
火
に
罹

っ
た
の
で
あ
る
。

岡
田
村
ば
か
り
で
な
く
、

雑
賀
衆
に
加
わ

り
、
あ
る
い
は
根
来
寺

の
僧
徒
に
組
し
た
紀
ノ
川
筋
の
村
々
は
同
じ
よ
う
に
戦
火
に
よ
る
災
厄
を
蒙

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

西
岡
家
に
あ

っ
て
、

こ
の
兵
乱
の
後
の
当
主
は
資
勝
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
武
士
で
あ

っ
た
こ
の

一
族
は
こ
の
時
か
ら
帰
農
し
て
、

「
以
耕
為
業
」
と
し
た
。
そ
し
て
、

先
祖

の
資
光
が
草
創
し
た
祖
神
菅
原
道
真
を
杞
る
菅
霊
廟
が
兵
火
に
罹

っ
て
い
た
の
を
、
慶
長
年
間
に
再
興
し
た
の
で
あ
る
。
但
し
そ
の
規
模
は
十
分
の

一
で
あ

っ
た
と

い
う
。
資
勝
は
、
こ
の
時
岡
田
庄

の
鎮
守
で
あ
る
白
山
権
現
と
舟
津
明
神
も
同
じ
く
再
興
し
た
。

こ
の
舟
津
明
神
は
、

『
紀
伊
國
綾
風
土
記
』
に
、

○
船
津
大
明
神
社

境
内
除
地

村
の
坤
に
あ
り
、
杞
る
神
詳
な
ら
す
。

一
村

の
産
土
神
な
り
。
村
民
相
傳
ふ
、
鎌
倉
よ
り
八
幡
宮

の
神
髄
流
れ
来
て
此
所
に
い
ま
す
。
故
に
船
津
八
幡
と
い
ひ
習
は

せ
り
。
昔
は
回
廊

・
舞
台

・
蓼
所

・
實
藏

・
御
供
所
等
あ
り
、
杜
頭
も
十
七
町
あ
り
し
と
寛
文
記
に
出
た
り
。
近
き
頃
ま
て
神
宮
寺
も
あ
り
し
に
寳
暦
十
四
年
よ
り

腹
絶
す
と
い

へ
り
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
菅
霊
廟
は
西
岡
家
の
杞

る
と
こ
ろ
の
も

の
で
あ
り
、

こ
の
舟
津
明
神
社
が
岡
田
庄

の
氏
神
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
系
図
の
記
事

の
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中

で
注
意
す

べ
き
こ
と
は
、
資
勝
の
再
興
に
当
た

っ
て
、

「
人
数

三
卜
余
人
同
志
以
資
勝
為
魁
首
、
再
就
醸
跡
造
替
之
」
と
あ
る
こ
と
で
、
こ
の
再
興
事
業
が
西
岡
資
勝

を
魁
首
と
し
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

「
是
以
西
岡
之
氏
族
、
永
世
可
為
座
頭
之
筋
目
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
短
か
い
文
言

で

あ
る
が
、
舟
津
明
神

の
宮
座
を
運
営
す
る
座
頭
と
し
て
西
岡
家
が
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
宮
座
の
座
頭
、
す
な
わ
ち
舟
津
明
神
を
杞
る
主
権
が
西
岡
家
に
あ

っ
た
の
で

　

へ

　

あ
り
、
こ
の
こ
と
は
岡
田
と
い
う

一
村
落
の
村
立
て
が
西
岡
家
を
中
心
と
し
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

こ
の
舟
津
明
神

の
桐
は
、
現
在
も
岡
田

に
所
在
し
て
い
る
。

西
岡
家
と
深

い
か
か
わ
り
の
あ
る
菅
霊
廟
と
舟
津
明
神
社
に
つ
い
て
記
し
た
序

に
、
寺
院
の
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

西
岡
家
歴
代

の
墓
碑
の
あ
る
菩
提
寺
は
、
岡
田
の
東
は
ず
れ
に
あ
る
安
楽
寺

で
あ
る
。
現
在

で
は
本
堂

・
庫
裡
が
わ
ず
か
に
建

つ
だ
け
の
小
庵

で
あ
る
が
、

『
紀
伊
國

績

風
土
記
」
に
記
さ
れ
て
い
る
次
の
伝
承
は
重
要
で
あ
る
。

○
安
樂
寺

眞
言
宗
新
義
根
來
寺
末

村
中

に
あ
り
、
境
内
に
天
満
宮
及
白
山
槽
現
小
現
小
就
あ
り
。
當
寺
開
基
年
月
詳
な
ら
ず
。
古
は
諸
伽
藍
多
く
有
し
に
天
正
の
兵
火
に
罹
り
て
縁
起
資
財
等
ま
て
皆

ア

マ

ベ

　
マ

マ
リ

灰
儘
と
な
れ
り
。
今
も
堂
塔

の
礎
石
田
地

の
中
に
遺
れ
り
。
寛
文
記
に
古
境
内
に
海
士
部
の
梅
と
い
ふ
古
木
あ
り
。
此
は
菅
原
神
筑
前
太
宰
府
安
樂
寺
よ
り
梅

の
小

枝
を
杖

に
つ
か
せ
ら
れ
此
地

に
來
り
給

ひ
て
挿
置
給

へ
る
か
生
茂
せ
し
名
木
な
り
と
聞
き
て
御
室
の
御
所
此
事
を
聞
し
召
れ
、
此
所
に
尋
ね
來
り
給
ふ
事
あ
り
と
見

え
た
り
。

此
等

に
因
り
て
考
ふ
る
に
、

境
内
に
在
す
天
満
宮

は

筑
紫
よ
り
渤
請
し
奉
り
た
る
菅
神
に
て
、

梅

の
木
も
其
時
に
筑
紫

よ
り
移
し
栽
ゑ
た
る
木
な
る

へ

し
。
然
れ
は
即
菅
廟

の
別
當
寺

に
て
筑
紫

の
名
に
よ
り
て
名

つ
く
る
な
り
。
然
る
に
後
世
そ
の
本
末
を
倒
置
し

て
安
樂
寺
と
な
し
て
菅
廟
を
寺
内
の
鎮
守
の
如
く
な

し
來
れ
る
な
ら

ん
。
天
正
の
災
後
か
く
古
の
姿
を
失
ひ
し
な
る
べ
し
。

ま
ず
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

こ
の
安
楽
寺

の
境
内

に
天
満
宮
と
白
山
権
現
社
が
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
西
岡
家
が
創
杞
し
た
菅
霊
廟
、
資
勝
が
天

正
の
兵
火
の
後
に
再
興
し
た
と
い
う
白
山
権
現
社
の
所
在

に
つ
い
て
は
触
れ
な
か

っ
た
が
、
現
在

の
安
楽
寺

の
境
内

に
は
存
在
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
明
治

初
年
の
神
仏
分
離
に
よ

っ
て
、
氏
神
で
あ
る
舟
津
明
神
社
に
合
杞

さ
れ
た
か
、
廃
社
と
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
未
だ
十
分
調
査
を
し
て
い
な
い
。
記

し
て
後
考

に
備
え
た
い
。
た
だ
、

こ
の
記
事
に
よ

っ
て
、

『
西
岡
家
系
図
」

に
見
え
る
菅
霊
廟
が
、
か

つ
て
安
楽
寺

の
境
内

に
所
在
し
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
そ
し

て

『
紀
伊
國
績
風
土
記
』

の
推
察
の
よ
う
に
、
安
楽
寺
が
そ
の
別
当
寺

で
あ

っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
の
考
察
は
今
後
の
課
題
と
し

て

中
世
の
ヒ
豪
と
村
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中
世
の
土
豪
と
村

お
き
た
い
。

次
に
、
こ
の
安
楽
寺
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
見
る
と
、
西
岡
家
が
祖
先
と
し
て
仰
ぐ
菅
原
道
真
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

福
岡
県
太
宰
府
町
に
所
在
す
る
大
宰
府
は
、
豊
か
な
自
然
の
中
に
多
く

の
遺
跡
を
の
こ
す
西
海
道
の
古
都
で
あ
る
が
、
こ
の
大
宰
府
と

い
え
ば
、
す
ぐ
想
起
す
る
の
が

天
満
宮

で
あ
る
。
平
安
時
代
の
中
ご
ろ
、
延
喜
元
年

(九
9
)
大
宰
権
帥

に
左
遷
さ
れ
た
菅
原
道
真
は
、
延
喜

三
年

(九
〇
三
)

五
十
九
才

の
生
涯
を
閉
じ
た
が
、
そ
の
遺
体

み

さ
か

は
今
日
の
天
満
宮

の
境
内

に
埋
葬
さ
れ
た
。
門
弟
の
味
酒
安
行
は
延
喜
五
年
に
こ
こ
に
祠
廟
を
建
立
し
た
が
、
こ
れ
が
天
満
宮

の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
後
、
さ
ら

に
延
喜

十
九
年

(九
充
)
、
勅
命
に
よ

っ
て
桐
堂
が
建
立
さ
れ
天
満
宮
安
楽
寺
あ
る
い
は
安
楽
寺
と
よ
ば
れ
た
。

こ
う
し
た
ゆ
か
り
か
ら
、
菅
原
氏
を
祖
と
す
る
西
岡
家
が
、
自
ら
の
住
地
に
創
立
し
た
寺
院
を

"
安
楽
寺
"
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
風
土
記
に

「
堂
塔

の
礎
石
田
地
の

中
に
遺
れ
り
」
と
あ
る
か
ら
、
も
と
は
か
な
り
の
規
模
を
有
し
た
寺
院
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

5

紀
州
藩

の
家
臣

徳
川
幕
府

三
親
藩
の

一
つ
と
し
て
、
徳
川
家
康

の
子
頼
宣

(南
龍
公
)
が
紀
伊
国
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
は
元
和
五
年

(
宍
充
)
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

一

i
、
1

一

紀

州

ユ
よ
り

の
ぶ

頼

宣

藩

主

系

　光

貞

1

1

頼

図
3

つ
な
綱
　
よ
り

ー
頼
蜜
叫
宗窪離 揚

宗

サ

治

斎

6

む
ね

な
お

7

む
ね

純
⊥

ホ
直
-
昌

家

斎

貞 将ま

i8
頼 重浮

啓 鯖

目1。 「
頼 治筆斉

学 宝客彊

14

茂薯 慶

承ぞ 頼

虎

千

代

ユ

リリ

h
瑠

廊
』

厨

補

2ユ

な
り

か
つ

ー
斎

匡

頼

倫
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岡
田
村
の
菅
公
廟
を
再
興
し
、
西
岡
家
の
基
礎
を
築

い
た
資
勝
の
子
資
氏
か
ら
、
西
岡
家
も
徳
川
幕
府
の
治
世
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
藩
主
頼
宣
の
家
臣
と
し
て
藩

政

・
村
政
に
携
わ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
例
に
よ

っ
て
系
図
の
記
事
を
見
よ
う
。

資
氏

茂
右
衛
門

慶
安
三
寅
年
、
南
龍
院
殿
、
岩
出
御
殿
江
被
焉
成
候
之
醐
、
於
岡
田
嶋
雲
雀
狩
、

被
為
成
候
日
茂
左
衛
門
資
氏
、

庄

屋
役
相
勤
之
故
、

御
用
被
仰
付
、

於
御
狩

野
、
御
目
見
難
有
御
意
戴
之
。

と
あ
る
。

こ
こ
に
見
え
る
岩
出
御
殿
は
、
紀
州
藩
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
た
別
荘
で
、

『
南
紀
徳
川
史
」
巻

一
六
九
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る

一
城
郭
邸
園
誌
」
に
く
わ
し
い

の
で
引
用
す
る
。

岩
出
御
殿

那
賀
郡
清
水
村

ナ

マ
ツ

紀
伊
國
績
風
土
記
に
日
く
御
殿
慈
趾
は
村
の
巽
に
あ
り
方

一
町
の
地
な
り
紀

ノ
川
の
北
岸
に
臨
み
て
此
地
顛
岩
鳥
帽
子
岩
な
と
名
つ
け
て
繭
崖
に
岩
あ
り
奇
石
怪

巌
南
の
方
に
突
出
し
藍
流
東
よ
り
來
り
て
逆
激
奔
注
奇
状
愛
す

へ
し
四
方
の
眺
望
最
遠
暢
な
り
故
に
封
初
此
地
に
別
館
を
築
き
給
ふ
清
渓
公
の
時
又
増
修
す

有
徳
大
君
公
子
に
て
在
し
時

こ
こ
に
住
わ
せ
給
ふ
と
い

へ
り
後
寳
暦
十
四
年
撤
殿
せ
ら
れ
今
は
郡
吏

の
舎
を
其
跡
に
建

つ
西
の
川
端
に
小
竹
の
藪
あ
る
も
今
は
公

方
様
藪
と
い
ふ
巽
の
方
に
高
き
所
松
樹
翁
欝
た
る
を
妙
見
山
と
い
ふ
儀
妙
見
堂
あ
り
し
に
御
殿
地
と
な
り
し
時
此
妙
見
堂
を
和
歌
浦
に
移
し
給

ふ
今
養
珠
寺
山
の

妙
見
堂
是
な
り
川
を
隔

て
て
南

の
山
を
箱
山
と
い
ふ
古

へ
覧
鍵
h
人
川
の
淵
に
法
華
経
を
藏
め
し
時
其
経
箱
を
埋
め
し
所
と
い
ふ
松
樹
茂
欝
に
て
遠
望
景
佳

な
る

故
御
殿
の
景
色
に
入
た
れ
は
御
殿
山
と
も

い
ふ

(後

略
)

こ
の
よ
う
に
、
岩
出
御
殿
は
、
紀

ノ
川
の
北
岸
、
流
れ
を
取
り
込
ん
だ
景
勝
の
地
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。
初
代
頼
宣
の
時
代
に
つ
く
ら
れ
、
清
渓
公

(二
代
光
貞
)
の
時

に
修
覆
さ
れ
た
が
、
宝
暦

一
四
年

二
七
六
四
)
に
撤
廃
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
跡
地
は
、
明
治
時
代
に
入

っ
て
那
賀
郡
役
所

の
敷
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
が
、
現
在
で

は
学
校
敷
地
と
な

っ
て
い
る
。
因
み
に
、
岩
出
御
殿
の

一
部
は
、
大
坂
春
日
出
新
田
会
所
の
建
物
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
横
浜
市

三
渓
園
に
移
築
さ
れ
て
現

存
し
て
い
る
。

以
下
系
図
を
た
ど
る
と
、
次
表
の
よ
う
に
代

々
が
諸
役
を
勤
仕
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

中
世
の
土
豪
と
村
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中
世
の
土
豪
と
村

年

号

一

西

暦

当
主
名

役

職

延
享

二
年

宝
暦
四
年

明
和
七
年

天
明
二
年

〃

四
年

寛
政
四
年

〃

六
年

〃

七
年

〃

八
年

〃

九
年

享
和
元
年

〃

二
年

〃

三
年

文
化
四
年

一
七
四
五

一
七
五
四

一
七
七
〇

一
七
八

二

一
七
八
四

一
七
九

二

一
七
九

四

一
七
九

五

一
七
九
六

一
七
九

七

一
八
〇

一

一
八
〇

二

一
八
〇

三

一
八
〇

七

資

盛

〃 〃

 

資

豊
〃 〃!ノ 〃 〃

 

資

信
〃 iiiiii

御
蔵
庄
屋
役

同

退
役

御
金
子
御
用
被
仰
付
、
銀
四
十
貫
目
奉
献
上

大
殿
様
鶴
御
鷹
野
に
つ
き
御
本
陣

御
菓
子
奉
之

庄
屋
役

御
蔵
庄
屋
役

庄
屋
役
退
役

御
蔵
庄
屋
役
退
役

鹿
御
用
、
帯
刀
仰
付

庄
屋
役

同

退
役

御
馬
見

作
制
道
締
方
役
、
地
士
被
仰
付

こ
の
よ
う

に
紀
州
藩

に
仕

え

た
の
は
、
資

氏
を
は

じ
め

と

し
、
そ

の
後

の
三
代

を
と
ば

し
て
資
盛

・
資

豊

・
資
信

の
代
、

宝
暦
四
年

(
壱
五
四
)
か
ら

文
化
四
年

(天
〇
七
)

に
及

ぶ
五
十

三
年

間
で
あ

る
。

以

上
、

『
西
岡
家
系
図
』

を
中

心
に
、

西
岡
家
と

岡
田

村

の
来
歴
を

た
ど

っ
て
来

た
。

こ
れ
だ
け

の
由

緒

を
持

つ
家
柄

で
あ
る
な
ら
、

さ
ま
ざ
ま

の
古

文
書
を

は
じ
め

と
す

る
史
料

が
の

こ

っ
て

い
て
も
不

思
議

で
は
な

い
。

し

か
し
、
系

図

の
資
勝

の
項

に
、

一86一



几
先
祖
重
代
之
家
宝
井

歴
代

之
世
家

南
朝
仮
候
之
記
録

天
満
宮
草
創
之
記
録
等
悉

天
正
中
為
兵
火
焼
失
焉

と
、
天
正
の
兵
火
で
焼
失
し
た
旨
を
記
し
て
い
る
の
は
真
実
で
あ
ろ
う
、
そ
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
以
後
、
江
戸
時
代
に
諸
役
を
つ
と
め
た
こ
ろ
の
古
文
書
が
あ
っ
た
に
相

違
な
い
。
私
が
確
か
め
た
と
こ
ろ
で
は
、
主
屋

の
改
築
に
当
た

っ
て
焼
却
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
歴
史

に
関
心
を
持

つ
人
が
い
な
か

っ
た
か
ら
と
は
い
え
、
残
念
で

な
ら
な
い
。

同
じ
資
勝
の
と
こ
ろ
に
は
、
こ
れ
に
つ
づ

い
て
こ
の
系
図
の
成
㍍
の
事
情
が
記
さ
れ
て
い
る
。
天
正
の
兵
火
で
す

べ
て
の
記
録
を
失

っ
た
が
、

此

一
軸
傳
存
母
之
懐
中
錐
然

料
紙
損
破
而
悉
覧
恐
子
孫

失
家
系
　
是
以
資
勝
為
子
孫
不

失
家
譜
今
也
新
模
為
之
以
傳

後
代
者
也
臭

と
あ
る
。

『
西
岡
家
系
図
」

一
巻
は
、

こ
う
し
た
事
情
で
、
資
勝

の
代
に
ま
ず
は
整
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

四

村

落

史

研

究

の
視

角

『
西
岡
家
系
図
』
は
、
も
と
山
城
国
を
本
貫

の
地
と
し
、
南
北
朝
時
代
に
故
あ

っ
て
紀
伊
国
那
賀
郡
岡
田
の
地
に
定
住
す
る
こ
と
に
な

っ
た
西
岡
家

の
来
歴
を
記
し
た

も

の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
岡
田
庄
、
の
ち
の
岡
田
村
が
西
岡
家
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
中
世
土
豪
と
い
う
こ
と
の
で
き
る
西
岡
家
に
よ

っ
て
開
か
れ

た
村
落
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

中
世
の
土
豪
と
村

{87一
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中
世
の
土
豪
と
村

こ
の
こ
と
は
、

三
に
お
い
て
く
わ
し
く
論
証
し
て
来
た
が
、
少
し
角
度
を
ひ
ろ
げ
て
村
落
史
研
究
と
い
う
観
点
か
ら
眺
め
て
見
た
い
。
ま
ず
、
そ
の
前

に
系
図
を
史
料

と
し
て
扱

っ
た
こ
と
に

つ
い
て
若
干
の
説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
。

本
来
、
系
図
は
、

一
つ
の
氏
族
ま
た
は
家

の
来
歴
を
記
し
た
も

の
で
、
そ
の
家
の
名
誉

の
た
め
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
成
立
事
情

に
も
よ
る
が
、
潤
色
が
多
く
、

近
世
に
は
さ
か
ん
に
偽
系
図
が

つ
く
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
十
分
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
常
識

で
あ
る
。
し
か
し
、
系

図
の
中

に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
が
、
ま

っ
た
く
創
作

で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
真
実
を
伝
え
る
部
分
の
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
従

っ
て
、
こ
れ
を
史
料

と
し
て
利
用
す
る
場
合
に
は
、
厳
密
な
検
討
を
加
え
、
史
実
と
対
照
し
な
が
ら
、
そ
の
中
か
ら
真
実
の
部
分
を
抽
出
す
る
こ
と
が
公
正
な
る
研
究
態
度
で
あ
ろ
う
。

今
回
、
本
稿
に

『
西
岡
家
系
図
』
を
扱
う
に
当
た

っ
て
、

こ
う
し
た
こ
と
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
考
え
を
進
め
て
来
た
が
、
西
岡
家

の
場
合
、
家
の
成
り
立
ち
の
項
に

つ
い
て
は
疑
問
が
な
い
で
も
な
い
が
、
南
北
朝
以
降

の
事
項
に

つ
い
て
は
、
歴
史
的
事
実
と
対
照
し
て
、
ま
た
現
地
調
査
に
も
と
つ
く
所
見
を
加
え
て
、
概
ね
真
実
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

先
年
、
私
は
、
瀧
川
政
次
郎
博
士
の
監
修

・
指
導

の
下
に
、
大
阪
府
枚
岡
市

(現
在
東
大
阪
市
)

の
市
史
編
さ
ん
に
従
事
し
た
。
地
元

の
旧
家
に
か
な
り

の
系
図
が
の

ω

こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
瀧
川
博
士
の
方
針

に
従

っ
て
、
そ
の
す

べ
て
を
史
料
編
に
収
録
し
た
。
系
図
を
史
料
と
し
て
扱
い
、
系
図
を
ど
の
よ
う
に
研
究
す
る
か
と
い

う
こ
と
に

つ
い
て
は
、

こ
の
時
に
自
ら
体
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
の

『
西
岡
家
系
図
』

へ
の
関
心
も

こ
の
時
以
来
の
こ
と
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
な

い
。
ま
た
系
図

に
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
ら
が
、

単
に
そ
の
氏
族
あ
る
い
は

家
の
来
歴
ば
か
り
で
な
く
村
落
史

の
研
究
に

役
立

つ
場
合

の
あ
る
こ
と
も
、

そ
の
後

い
く

つ
か
の
系
図
に

接
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
体
験
し
て
来
た
。

わ
が
国

の
古
代

・中
世

の
村
落
史
研
究
は
、
荘
園
史
・
社
会
経
済
史
の
分
野
と
し
て
行
な
わ
れ
、
全
国
各
地
域

の
村
落
を
対
象
と
し
て
数
多
く
の
業
績
が

の
こ
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
民
俗
学
や
入
文
地
理
学

の
諸
分
野
に
お
い
て
も
村
落
史
の
研
究
は
重
要
な
課
題
と
さ
れ
て
来
た
。

こ
う
し
た
場
合
、
そ
の
方
法
と
し
て
は
、
荘
園
に
あ

っ
て
は
、

本
所
で
あ
る
寺
社
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
古
文
書
、
中
世
・
近
世
の
地
方
史
料
を
中
心
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
来
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
国
に
数
多
く
存
在
す

る

「
村
」
が
、
そ
の
す

べ
て
に
古
文
書
等
の

一
等
史
料
を
伝
存
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
の
こ
し
て
い
る
場
合
の
方
が
例
外

で
あ
る
と
い
う
の
が
現

状
な
の
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
史
料
を
の
こ
し
て
い
る
村
落
研
究
の
成
果
が
、

一
般
の
例
と
し
て
史
料
を
の
こ
し
て
い
な
い
村
の
研
究
に
役
立

つ
こ
と
は
否
め
な
い
が
、

古
文
書
等

の
史
料
を

の
こ
し
て
い
な
い
村

に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
駆
使
し
て
、
そ
の
村
の
成
立
、
発
展
、
人
び
と
の
生
活
を
考
え
る
努
力
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

..
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こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
私
が

こ
れ
ま
で
の
調
査
経
験
を
通
じ
て
知
る
こ
と
の
で
き
た
い
く

つ
か
の
村
の
例
を
紹
介
し
て
見
た
い
。

1

河
内
国
河
内
郡
中
新
開
村

な
か
し
ん
が
い

東
大
阪
市
中
新
開

の
氏
神
と
し
て
ま

つ
ら
れ
て
い
る
諏
訪
神
社
に
は
、

氏
神
三
社
興
立
記

　
マ

マ
ね

大
日
本
五
幾
内
河
内
國
河
内
郡
奉
勧
請

諏
訪
大
明
神
誠
情
之
根
本
者
吾
先
祖
信

濃
國
諏
原
之
住
人
諏
訪
連
子
孫
敷
代
相

績
至
吾
吉
盛
f
時
國
依
動
乱
當
地
来
耕

作
筒
心
開
新
田
名
中
新
開
村
欲
祭
先
祖

深
源
而
建
立
三
社
奉
勧
請

中
央
諏
訪

大
明
神
左
殿
稲
荷
大
明
神
右
殿
筑
羽
大

灌
現
此
三
社
即
當
村
之
氏
神
也
専
祈
依

神
擁
護
天
下
太
平
國
土
安
穏
五
穀
成

就
無
病
無
難
我
村
民
子
孫
成
永
久
繁
昌

者
是
三
社
守
護
神
徳
永
可
扇
也
我
子
孫

至
末
代
辿
祭
禮
献
供
神
務
莫
怠
斯
巻

傳
我
子
々
孫
々
為
萬
民
抽
丹
誠
令
祈

念
可
為
神
務
也
尖
神
主
諏
訪
連
占
盛

(花
押
)

天
文
元
壬
辰
年
九
月
廿
六
日

中
世
の
土
豪
と
村

の

「
氏
神

三
社
興
立
記
」
と
題
す
る

一
通
の
古
文
書
が
伝
え
ら
れ
て
い
歓
。
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中
世
の
土
豪
と
村

史
料

に
見
ら
れ
る
通

り
、
戦

国
時
代

の
さ
中
、

天
文
元

年

(藝
三
)

と
い
う
年
に
、

信
濃
国

諏
原
庄

の
住
入
で
あ

っ
た
諏
訪
連
吉

盛

の

一
族

が
、

こ
の
地

に
来
て
村
を

開

き
、
諏
訪

の
神

を
勧

請
し

た
と

い
う

の
で
あ

る
。

こ
の
入
び

と
の
故
郷

で
あ

る
諏
原
庄

の
所
在

は
定

か

で
な

い
が
、
諏
訪
神
は
、

長
野
県
諏
訪
市

と
上
諏
訪

町
に
鎮

座

す
る
上

・
下

二

つ
の
諏
訪

大
社

で
あ
る
.

戦

国
時
代

に
は

、

上
社
と
下
社

の
抗
争

が

つ
づ
き
、

下
社
を

お
さ
め

て
い
た
上
社
は
、

天
文
十

一
年

二
五
四三
)

に
武

田
信
玄

に
よ

っ
て
ほ
ろ
ぼ

さ
れ
、
信
濃
国

は
、
甲

斐

・
越
後

の
両

雄

に
挟

ま
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
が
、

そ

の
制

覇

を
決
す
る

川
中
島

の
戦

い
は
弘
治

三
年

(
一五
蓋
)

の

こ
と

で
あ

つ
凋
」・
ナこ

う
し
た
動
乱

の
世

の
中

に
、

故
郷

を
去

っ
て
遠
く

河
内

に
移

り
住
ん
だ
人
び
と

の
あ

っ
た

こ
と
を

こ
の
史
料

か
ら
知
る

こ
と
が

で
き

る
が
、
当
時

の
河
内

は
ど

の
よ

う
な
状
況

で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

河
内

国

の
中
央

に
は
、

巨
大
な
潟
湖
が
存
在

し

て
い
た
。
占

代

の
文
献

に
は

「
日
下
江
」

「
難

波
潟

」

と
よ
ば

れ

て
い
る
が
、

地
質

学
者

に
よ

っ
て
、

"
河
内
湾

↓
河

内
潟
↓

河
内
湖

"

と
命

名
さ
れ
、

そ
の
存
在

が
実

証

さ
れ

て

い
る
。
中

新
開

の
集
落
は

こ
の
河
内

湖

の
東

の
岸
辺

に
当
た

っ
て

い
る

の
で
あ
る
。

こ
の
河
内
湖

の
汀
線

を

た
ど

る
と
、

東

南

に
当

た
る
部

分
に
、

北

か
ら
加

納

・
中

野

・
箕
輪

・
横
枕

・
本
庄

・
新
庄

な
ど

の
集

落

(い
ず
れ
も
現
在
東
大
阪
市
)
が
自
然

堤
防
上

に
な
ら

ん
で

い
る

こ
と
が

わ
か
る
。

そ
の
成

立
に
は
時
代

の
差
は
あ
る
が
、

合

わ
せ

て

"六
郷
荘
"

と
よ
ば
れ

て
い
た
。

こ

の
中

で
、
新
庄

は
江
戸

時
代
初
期

の
開

発
村

で
あ

る
が
、
加

納

は
式
内
宇
波
神

社

の
存
在

か
ら
開
発

の
年
次

は
古

く
、

そ

の
他

の
集
落
は

い
ず

れ
も
鎌
倉

・
南
北
朝

に

さ
か

の
ぼ

る
。
中
新
開

の
集
落

は
、

こ
れ
ら

の
集
落
よ
り

や
や
東

南

の
方
向

に
あ

り
、
地

形
か
ら
見
る
と
中
世

に
は
湿

地
帯

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。

こ
う
し
た
湿

地
帯

が
、
戦
国

時
代

に
、
地
方

か
ら

出
て
来

た
人
び

と

に
よ

っ
て
開

発

さ
れ
、
氏
神
を
勧

請
し

て
村

立
て
が
行
な
わ
れ

た
の

で
あ

る
。

こ
の
こ
と
は
、
中
世

の

こ
の
地
域

が
、

地

方
出
身

の
人
び

と

に
よ

る
開

発
を
受
容

で
き

る
政
治

・
経
済
的

事
情

で
あ

っ
た

こ
と
を
物
語

る
と
同

時
に
、
中
世

に
お
け

る
村

の
成

立

の
事
情
を
示
し

て
い
る

の
で
あ

る
。

2

河
内
国

河
内
郡

四
条
村

生
駒
山

地

の
西
ろ
く

に
は
、

い
く

つ
も

の
扇
状
地

が
あ

り
、

そ
の
湧
水
点
に
原
始

・
古
代

以
来

の
集

落

が
連
亘

し
て

い
る
。
四
条
村

も
そ
の

一
つ
で
、
村

の
名
称
は
古

ω

代
の
条
里
制
に
起
因
し
て
い
る
。
河
内
か
ら
大
和

へ
越
え
る
道
の

一
つ
鳴
川
越
道
に
面
し
、
鎌
倉

・
南
北
朝
時
代
造
立
の
地
蔵
石
仏
を
の
こ
し
て
い
る
。

か
い
と

や
ま
は
た

こ
の
村

の
成
立

を
示

す
古
文
書

は
ま

っ
た
く

の
こ
さ
れ

て

い
な
い
が
、
近
世

に
四
条
村

と
よ
ば
れ

た
地

域

の
垣
内
中

に
は

"
山
畑
"

"畑
小

路
"

"
空
川
"

"
棚
林
"

な
ど
が
あ
り
、
中

で
も
山

畑
が

こ
の
村

の
中

で
も

っ
と
も

古

く
、
四
条

の
村

は

こ
こ
か
ら

は
じ

ま

っ
た

と
伝

承
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に

こ
の
山

畑

の
集
落

は
、
東

方

の
山
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中
に
あ

っ
た
大
き
い
寺
の
坊

の
人
び
と
が
降
り
て
来
た
と
い
う
伝
承
の
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

現
在
の
東
大
阪
市
上
四
条
町
の
東
方
山
中
に
は
、
先
年
旧
枚
岡
市
教
育
委
員
会
で
私
が
担
当
し
て
発
掘
調
査
を
行
な

っ
た
神
感
寺
跡
が
あ
る
。
東
西
六
〇
〇
層
、
南
北

五
〇
9

川
に
ひ
ろ
が
る
寺
域

に
+
驚

の
建
築
遺
構
を
完
全
に
の
こ
し
・
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
鞠
・
こ
の
神
感
寺
は
・
奮

時
代

案

に
修
行
僧
に
よ

っ
て
創

肱

さ

れ
た
と
考

え
ら
れ
る

が
、

鎌
倉
時
代

に
は
真

言
宗

の
山

寺
と

し
て
発
展

し
た
。
南

北
朝
時
代

に
は
南

朝

方

の
城

塞
と
し

て
利
用
さ
れ
、

正
平

三
年

(
三
四
八
)

の
四
条
縄

手

の
戦
に
は
、
楠
木

正
行

が
本
陣

を
お

い
た
往

生
院

の
背

後
を
支

え
る
砦

と

な

っ
た
が

、
大
和
秋

篠
か

ら
生
駒
山

の
南

に
上

っ
た
北
軍

に
攻
め
ら

れ
、
砦

が
敗
れ

る
と
同

時

に
伽
藍

は
焼
失

し
た
。

そ

の
後
、

安
南

院

と
よ
ば
れ

る

一
院

だ
け

が
室
町
時
代

ま

で
命
脈

を
保

っ
た

が
、

そ

の
後

は
廃
塊

と
な

っ
た
。

遺
跡

の
調

査

に
よ

っ
て

主
要
伽

藍

の
南

が
わ
に
、
お

そ
ら
く
参
道

に
面
し

て

い
く

つ
か

の
坊
舎

の
あ

っ
た

こ
と
が

知
ら
れ

て

い
る
が
、

こ
れ
ら

の
坊
舎

は
寺

の
衰

退
と
共

に
四
条

の
山
腹

に
下
り

、
坊
舎

を

守

っ
て

い
た
人
び

と

に
よ

っ
て
は
じ

め
ら
れ

た

の
が

山

畑

の
集
落

で
あ

っ
た
と
考
え

ら
れ

る

の
で
あ

る
。

そ

の
後
、
村

の
発

展
に
よ

っ
て
、
下
方

に
向

か

っ
て
、
畑

小

路
、

空

川
…
…
と

い
う

よ
う

に
峠
道

に
沿

っ
て
集

落
が

拡
大

し

て
行

っ
た

の
で
あ

ろ
う
。

そ
し

て
村

と

し

て

の
成

立
は
、

四
条

町
の
安
養
寺

に

の
こ
さ
れ
て

い
る
方
便
法

身
尊

像

(阿
弥
陀
如
来
画
像
)

の
示
す
年

代

の

こ
ろ
と
考

え
ら
れ

る
。

こ
の
画
像

の
裏
書

に
は

次

の
よ
う

に
記
さ
れ

て

い
る
。

大

谷
本
願
寺
繹
實

如

方
便
法
身
尊
像

永
正
七
轟

+
二
月
吾

興

正
寺
門
徒

河
内

國
河
内

郡

平
岡
郷

四
条

村
惣

道
場
也

す

な
わ
ち
、

永
正
七
年

(
}吾
四
)

の
こ
ろ
、

四
条
村

は
惣
と

し

て
の
団
結

・
成

立
を
見
た

こ
と
が
知

ら
れ

る
の

で
あ

る
。

3

河
内
国
河
内

郡
豊
浦
村

現
在

の
東
大

阪
市

豊
浦

町

.
東
豊
浦

町
な

ど

の
地
域

は
、

『
倭
名

類
聚
抄
』

に
見

え
る
河
内

郡
豊
浦

郷
に
当

た
り
、
古

代
以
来

の
集

落

で
あ

っ
た

と
考

え
ら
れ

る
。
近

世

の
豊
浦

村

に

つ
な
が
る

こ

の
村

の
開

発
は

や
は
り
戦

国
時
代

に
あ

る

こ
と
が
、

の
ち

天
領

と
な

っ
た

こ
の
村
を
支

配
し

た
代
官

中
村
家

の
系
図

に
よ

っ
て
知

る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
中
村

家
は
、
中
村

代
官

の
名

が
あ
り

、

慶

長
十

九
年

(
宍
蓋
)
、

元
和

元
年

(
一六
=
ハ)

の
、

い

わ
ゆ
る
大
坂
冬

・
夏

の
陣

に
際
し

て
徳

川
家

康

の
本
陣

と

な
り

、

中
世
の
土
豪
と
村
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中
世
の
土
豪
と
村ぐ

ら
が
り

の
ち
豊
浦
村

の
庄
屋
と
し
て
、
暗
越
奈
良
街
道
と
東
高
野
街
道

の
交
わ
る
要
衝
の
地
を
支
配
す
る
こ
と
に
な

っ
た
名
家

で
あ
る
。

中
村
家
系
図
は
、
用
紙
十
七
葉

の
冊
子
で
、
表
紙
に

「
佐

々
貴
鯨
江
家
系
」

と
記
さ
れ
、
宇
多
天
皇
か
ら
は
じ
ま
る
、
い
わ
ゆ
る
佐

々
木
源
氏
の

一
族
で
あ
る
。
宇
多

天
皇
か
ら
十
七
代
目
を
高
昌
と
い
い
、

近
江
国
愛
智
郡
鯨
江
城
に
あ
り
、

輪
江
氏
と
よ
ん
だ
。

そ
れ
か
ら
四
代
目
の
孫
が
中
村
唯
正
で
、

織
田
信
長
に
ほ
ろ
ぼ
さ
れ
て

後
、
河
内
国
河
内
郡
豊
浦
村
に
浪
跡
し
て
姓
を
中
村
四
郎
右
衛
門
と
号
し
た
。
豊
浦
に
来
た
理
由
は
不
明
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
地
域

の
開
発
が
主
眼
で
あ

っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
唯
正
の
没
し
た
の
は
天
文

二
年

(
蓋
三
三
)
で
あ
る
か
ら
、
河
内
に
来
た
の
は
、

そ
れ
に
先
立

つ
こ
ろ
で
あ
る
。
系
図
に
は
、

中
村
唯

正

本
名
鯨
江
兵
庫
助
唯
正
天
文
二
癸
巳
正
月
廿
五
日
卒
法
名
唯
順
江
州
江

々
木

ノ

一
族

ニ
シ
テ
元
祖
総
江
高
昌

ヨ
リ
四
代

ノ
孫
也
ト
母

ハ
姓
氏
不
詳
唯
正
曽
テ
河
州

河
内
郡
曲豆
浦
村

二
浪
跡
姓
名
変
シ
テ
中
邑
四
郎
右
衛
門
ト
号

ス
其
故
ヲ
知
ラ
ス

(後

略
)

と
記
さ
れ
て
い
る
。

豊
浦
村
の
ほ
か
、
河
内
に
は
河
内
郡
吉
原
村

(東
大
阪
市
吉
原
)
が
近
江
か
ら
来
た
入
び
と
に
よ

っ
て
開
か
れ
た
と
い
い
、
若
江
郡
長
田
村

(東
大
阪
市
長
田
)
も
、
氏
神

長
田
神
社
の
宮
寺
で
あ

っ
た
摂
取
庵
の
本
尊
地
蔵
菩
薩
像
の
縁
起
に
よ

っ
て
近
江
か
ら
来
た
人
び
と
に
よ
る
開
発
村
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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以
上
、
河
内
国
に
お
け
る

二
、
三
の
例
に
よ

っ
て
、
中
世
に
お
け
る
村
落
の
成
立
を
考
え
て
見
た
が
、

1
の
中
新
開
村
は
氏
神
諏
訪
神
社
に
の
こ
さ
れ
て
い
た

一
通
の

古
文
書
を
史
料
と
し
た
。
2
の
四
条
村
の
場
合
は
、
地
域
に
の
こ
さ
れ

て
い
る
伝
承
と
、
考
古
学
的
調
査
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
寺
院
跡
、
さ
ら
に
、
か

つ
て

村
の
惣
道
場

で
あ

っ
た
真
宗
寺
院
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
阿
弥
陀
如
来
画
像

の
存
在
に
よ

っ
て
、
さ
ら
に
3
の
豊
浦
村
は
土
豪
中
村
家
の
系
図
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村

の
成
立
を
考
え
て
見
た
。
い
ず
れ
の
村
を
と

っ
て
見
て
も
、
村

の
成
立

・
発
展
の
あ
と
を
具
体
的
に
書
き
留
め
た
古
文
書
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
地
域

に
の
こ
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
の
文
化
財
を
史
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
各
村

の
歴
史
を
解
明
し
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
現
在
さ
か
ん
に
そ
の

必
要
が
主
張
さ
れ
、
各
地
で
実
践
さ
れ
て
い
る
地
域
文
化
財
の
保
存
の
意
義
も
、
そ
こ
に
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ω

太
田

亮
博
士

『
家
系
系
図
の
入
門
』

(人
物
往
来
社
、
昭
和
四
二
年
)
等
参
照



ω

「枚
岡
市
史
』
第

三
巻
史
料
編

一

(昭
和
四

一
年
)
、
第

二
部
記
録

・
文
書
史
料
、
第
五
類
諸
家
系
譜
、
及
び

『枚
岡
市
史
』

第
四
巻
史
料
編
二

(昭
和
四

一
年
)
、

一
四

家
関
係
史

料
に
そ
れ
ぞ
れ
収
録
さ
れ
て
い
る
。

㈲

昭
和
四
十
三
年
、
近
畿
大
学
の
櫻
井
敏
雄
氏
と
共
に
東
大
阪
市
域
の
社
寺
建
築
調
査
を
行
な

っ
た
際
発
見
し
た
史
料
で
あ
る
。
中
新
開

の
諏
訪
神
社
本
殿
は
、
こ
の
調
査

の
結
果
室
町
時

代
の
様
式
を
伝
え
る
古
建
築
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
文
書

に
記
さ
れ
て
い
る
伝
承
を
裏
付
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。

現
在
こ
の
社
殿
と
文
書
は
、

『
東
大
阪
市
文
化
財
保
護
条
例
』
に
よ
り

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

㈹

藤
森
栄

一
氏

『諏
訪
大
社
』

(中
央
公
論
美
術
出
版
、
昭
和
四
二
年
)

④

梶
山
彦
太
郎

・
市
原

実
氏

「
大
阪
平
野
の
発
達
史
ー
14
C
年
代
デ
ー
タ
か
ら
見
た
i
」

(
『
地
質
学
論
集
』
第
七
号
、
昭
和
四
六
年
)

㈲

『
河
内
四
条
史
』
第

二
冊
史
料
編
1

(四
条
史
編
さ
ん
委
員
会
、
昭
和
五
二
年
)
参
照

㈲

枚
岡
市
教
育
委
員
会

『河
州
神
感
寺
跡
の
調
査
』
、
同

『
河
州
神
感
寺
跡
の
調
査
皿
』

(昭
和
三
九

・
四
〇
年
)

ω

藤
井
直
正

「槽
蔵
山
寺

の
創
立
」

(
『
枚
岡
市
史
』
第

一
巻
本
編
、
昭
和
四
二
年
)
所
収

㈹

『
枚
岡
市
史
』
第
四
巻
史
料
編
∬
、

一
四

家
関
係
史
料

(昭
和
四

一
年
)
所
収

あ

と

が

き

紀
伊
国
那
賀
郡
岡
田
村
は
、
私
に
と

っ
て
有
縁

の
地
で
あ
る
。

そ
れ
は
、

こ
の
岡
田
村
が
、

私
の
父
順
治
と
祖
父
久
之
助

二
人
の
故
郷

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

て
、
私
の
父
と
祖
父
は
、
と
も
に
西
岡
家

の
出
身
で
あ
る
。
明
治
の
代

に
継
ぎ
足
さ
れ
た
系
図
の
末
尾
に
近
い
部
分
に
、

そ
し
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ー

資

元

幼
名
楠
後
改
文
㎞
H郎

ー
於

房

早

世

ー
光

枝

泉
州
古
家
勘
治
郎
室

i
雄
之
助

ー
猪
之
助

1
光

能

黒
江
善
助
室
後
改
於
信

ー
光

代

早

世

中
世
の
土
豪
と
村

1
又

市

ー
幸
之
助

ー
久
之
助

後
改
文
四
郎

嗣
兵
庫
武
貞
家

改
名

真
之
助

分
家

通
称
順
吾

嗣
神
戸
竹
中
平
右
ヱ
門
名
跡

嗣
大
阪
藤
井
分
家



中
世
の
土
豪
と
村

と
あ
る
。

こ
の
資
元
の
子
に
は
五
人
の
男
子
が
あ
り
、
長
男
雄
之
助
が
家
督
を
つ
ぎ
、

三
男
又
市
が
岡
田
村
に
分
家
を
持
ち
、
あ
と
三
人
の
う
ち
、
次
男
猪
之
助
は
兵
庫

の
武
貞
家
に
、
四
男
幸
之
助
が
神
戸
の
竹
中
家
に
、
そ
し
て
五
男

の
久
之
助
は
大
阪
藤
井
家

の
分
家

の

一
つ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
養
子
と
し
て
嗣

い
だ
の
で
あ
る
。

私
の
父
順
治
は
、
岡
田
で
分
家
し
た
又
市

の
次
男
で
あ
り
、
久
之
助
は
祖
父
に
当
た
る
。
父
順
治
は
、
大
阪
市
西
区
靱

で
商
業
を
営
ん
で
い
た
叔
父
久
之
助
の
と
こ
ろ

へ
養
子
に
来
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
因
縁

で
、
子
供

の
こ
ろ
か
ら
、
祖
父

・
父
の
故
郷
、
岡
田
の
西
岡
家
が
古
い
家
柄
で
あ
る

こ
と
を
父
母
か
ら
聞
か
さ
れ

て
い
た
。
父
が
こ
の
世
を
去

っ
た
の

は
昭
和
四
十
九
年
八
月
三
十
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
に
、
ふ
と
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
、
私
自
身
先
祖

の
系
図
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

私
は
、
現
在
東
大
阪
市
四
条
地
区
の
歴
史
を
ま
と
め
る

『
河
内
四
条
史
」
の
編
さ
ん
に
携
わ

っ
て
い
る
が
、
四
で
紹
介
し
た
神
感
寺
に
関
係
の
あ
る
古
文
書

一
通
が
、

し
し
う

お
う
じ

か

つ
て
和
歌
山
市
雑
賀
庄
に
あ

っ
た
性
鷹
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
性
鷹
寺

の
こ
と
に

つ
い
て
知
り
た
い
と
思
い
、
和
歌
山
県
立
博
物
館
を
た
ず
ね
た
。

そ
し
て
、

『
紀
伊
國
綾
風
土
記
」
を
見
て
い
た
が
、
何
気
な
く
那
賀
郡
岡
田
村
の
項
を
開
く
と
、
西
岡
家

の
こ
と
が
書
い
て
あ
る
の
に
驚
喜
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
文
中

に
あ
る

[
家
傳
」
が
気
に
か
か
り
、
西
岡
の
本
家
を
訪
ね
て
拝
見
し
た
い
と
念
願
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
父
の
三
回
忌
を
す
ま
し
た
昨
昭
和
五
十

一
年
九
月

二
十

三
日
彼

岸
の
中
日
に
、
先
祖
の
墓
参
を
合
わ
せ
て
岡
田
に
赴
き
、
こ
の
系
図
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

菅
原
氏
を
先
祖
と
し
て
い
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
私
が
も

っ
と
驚

い
た
こ
と
は
、
自
分

の
先
祖
が
南
朝

の
武
将
と
し
て
活
躍
を
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
過
去
十
数
年

間
を
ふ
り
か
え

っ
て
見
る
と
、
昭
和
三
九

・
四
〇
年
に
は
、
今

の
自
宅
か
ら
仰
ぎ
見
る
神
感
寺
跡
の
発
掘
調
査
を
行
な
う
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
た
。
先
に
も
記
し
た
よ
う
に

四
条
縄
手

の
戦
の
砦

で
あ
る
。

さ
ら
に
枚
岡
市
史
編
さ
ん
の
際
に
は
、

河
内

一
の
宮
枚
岡
神
社
の
社
家

で
あ
り
、

典
型
的
な
中
世
土
豪
と
し
て
学
界
に
知
ら
れ
て
い
る

赫
越

氏
の
こ
子
孫
と
、

『
水
走
文
書
』

の
原
本
を

つ
き
と
め
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
水
走
氏
も
、
系
図

に
よ

っ
て
南
朝
方
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
四
条
縄
手
の
合
戦
ゆ
か
り

の
四
条
地
区
の
歴
史

『
河
内
四
条
史
』
と
、
楠
木
正
行

の
陣
で
あ

っ
た
往
生
院
の

『
往
生
院
史
」

の
編
さ
ん
等
、

こ
れ
ま
で
や

っ
て
来
た
仕

事
、
現
在
や

っ
て
い
る
仕
事
が
南
朝
に

つ
な
が

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
う

一
つ
、
わ
が
大
手
前
女
子
大
学

に
は
野
見
宿
禰
に
ゆ
か
り
の
あ
る
古
墳

が
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
本
論
集
第

一
号
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
理
事
長

の

一
文

に
く
わ

し
い
が
、
奇
し
い
因
縁
を
思
わ
ず
に
お
ら
れ
な
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、

こ
の
拙
な
い

一
文
を
歴
代

の
先
祖
の
霊
に
捧
げ
る
と
共
に
、

亡
き
父
の
冥
福
を
祈
り
た
い
と
思
う
。
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天
穂
日
命
十
四
世
苗
窩

出
雲
宿
禰
野
見
末

従
五
位
下
阿
波
守
土
師
連
宇
庭
男

従
五
位
下
治
部
卿

菅
原
古
人

遠
江
介

従
三
位
式

部
卿
文
章
博

士

清

公

幡
摩
守

従
三
位
参
議
刑
部
卿

是
善

文
章
博
士

伊
像

備
前

幡
摩
守

長
者

文
章
博
士

勘
解
由
長
官

菅
家

参
議

右
大
弁

中
宮
大
夫

従
二
位

右
大
臣

右
大
将

左
大
弁

従
五
位
下

大
学
頭

従
四
位
上

左
少
弁

文
章
博
士

山
城

肥
後
守

従
四
位
下

大
学
頭

文
章
博
士

和
泉

周
防

因
幡

淡
路
守

常
陸

上
総
介

従
四
位
下

従
四
位
上

弾
正
少
弼

大
学
頭

長
者

文
章
博
士

和
泉
守
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兵
部
助

左
衛
門
佐

値
候

南
朝明

徳
中

南
北
和
平
之
後
居

紀
伊
国
岡
田
庄

菅
四
郎

資
光

永
享
中
草
創

菅
霊
廟
於
同
荘
之
内
祭
之

孫
七
郎

與
四
郎

光
規

光
方

右
近
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興
再
人
歎
三
十
四
人
同
志
以

資
勝
為
魁
首
再
就
奮
跡
造

螢
之
是
以
西
岡
之
氏
族
永
世

可
為
座
頭
之
筋
目
其
濫
簡

昭
然
蓋
如
斯
　

几
先
租
重
代
之
家
宝
井
歴
代

之
世
家

南
朝
伍
候
之
記
録

天
満
宮
草
創
之
記
録
等
悉

天
正
中
為
兵
火
焼
失
焉
土
干

此

一
軸
傅
存
母
之
懐
中
錐
然

料
紙
損
破
而
不
悉
覧
恐
子
孫

失
家
系
　
是
以
資
勝
為
子
孫
使
不

失
家
譜
今
也
新
横
為
之
以
傅

後
代
者
也
　

資
氏

茂
右
衛
門
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吉
田
要
人
室

源
五
郎

入
江
九
郎
八
郎
室

榎
本
利
助
室

茂
左
衛
門

茂
右
衛
門

田
中
勘
兵
衛
室

文
四
郎

延
享
二
丑
年
御
蔵
庄
屋

役
被

印
寸

宝
暦
四

戌
年
正
月
奉
願
退
役
御
免

昭
和
七

寅
年
正
月

御
金
子
御
用
被

印
寸
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銀
四
十
貫
目
奉
献
上

1

女
1
資
持

1

女

ー
資

種

ー

女
1女

同
姓
常
八
郎
室

文
四
郎
後
改
久
太
夫-資豊

天
明
二
壬

寅
年
正
月
十
五

日

大
殿
様

御
鷹
野
被
為

成
候
之
日
為

御
本
陣

被
為

成

御
目
見
被

仰
付

御
金
子
戴
之

同
四
甲
辰

年
壬

正
月
十
五
日

同
前

但
婁
計
御
菓
子
奉

之寛
政
四
壬

子
年
十
一

月
庄

屋
役

被

仰
付

同
六
甲
寅

年
九

月
御
蔵
庄

屋
役
被
付

同
七
乙
卯

年
奉
願
庄
屋
退
役

蒙

御
免

同
十
戊
午

年
奉
願
御
蔵
庄
屋

後
蒙
退
役

御
免

-
女

根
來
光
福
院
室

-
資
尚

浅
八

郎

別
家

-
女

安
井
五
兵
衛
室

-

資
昌

銀
蔵

別
家

-

資
雄

文
治

相
続
西
本
半
八
名
跡

-
女

久
野
近
江
守
家
人
松
本
称
八
郎
室

1
女

松
屋
喜
兵
衛

室

文
四
郎

後
改
茂
左
衛
門-資信

寛
政
九
丁
巳

年
十
一

月
十
二
日

旦
鹿
御
用
被

仰
付
帯
刀

蒙

御
免
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資
清

資 資
成 貞

享
和
元
辛
酉
年
七
月
廿
日

庄
屋
役
被

仰
付

同
二
壬
戌
年
奉
願
退
役
御
免

同
三

癸
亥
年
九
月
十
七
日
在

御
馬
見
被

仰
付

文
化
四

丁
90
年
六
月
九
日
作

制
道
締
方
役
被

仰
付

同
年
十
月
十
七
日
肥
士
被

仰
付

勝
二
郎

嗣
浅
八
郎
資
尚
名
跡

相
左
衛
門

別
家

嗣
大
林
孝
祐
名
跡
錐
然

有
故
不
改
族

(以
下
省
略
)
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